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12月議会で決まったこと
　12月議会では、一般会計補正予算など66件の議案と意見書１件を可決し、５件の報告を受けました。
　また、一般質問では３日間で12名が登壇し、市長の政治姿勢をはじめ、多岐にわたる質疑が活発になされました。
なお、平成26年度の決算関係の議案につきましては、11月に決算審査特別委員会を開き、審査を行い、今議会に
おいて各会計決算を認定しました。詳しくは４ページをご覧ください。

議議議議議議議議議議議　 案案案案案案案案案案案
平成26年度　延岡市一般会計歳入歳出決算の認定　他6件
平成27年度　延岡市一般会計補正予算
平成27年度　延岡市国民健康保険特別会計補正予算
平成27年度　延岡市介護保険特別会計補正予算
平成27年度　延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成27年度　延岡市水道事業会計補正予算
平成27年度　延岡市下水道事業会計補正予算
延岡市支所設置条例の一部改正
延岡市個人番号の利用等に関する条例の制定
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
延岡市道路占用料徴収条例の一部改正
延岡市駅前複合施設条例の制定
延岡市長期総合計画基本構想の策定
延岡市長期総合計画前期基本計画の策定
議決事項の一部変更（新庁舎建設　電気設備工事）
町の名称の変更
市道の路線廃止（１路線）
市道の路線認定（10路線）
指定管理者の指定（延岡市島野浦島開発総合センター）他41件

報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告 案案案案案案案案案案報　 告　 案　 件件件件件件件件件件件
専決処分の報告（家屋損壊事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）他４件

請請請請請請請請請請願願願願願願願願願願・・・・・・・・・・陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳請願・陳情情情情情情情情情情情
治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書採択に関する請願（不採択）
介護報酬の再改定を求める意見書採択に関する請願（継続審査）
延岡市議会議員の定数・報酬の削減及び費用弁償の見直しを求める陳情（継続審査）
延岡市における保育士・幼稚園教諭養成機能・機関の確保を求める陳情（継続審査）
ＴＰＰ交渉に関する意見書提出を求める請願（取下げ）

可
決
し
た
議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

意
見
書
を
国
に
提
出
!

　

延
岡
市
議
会
で
は
本
市
だ
け

で
は
ỏ
解
決
で
き
な
い
課
題
に

つ
い
て
ỏ
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
ỏ
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
Ố　

月
議
会
で

12

は
左
記
の
意
見
書
を
可
決
し
ỏ

国
に
提
出
し
ま
し
た
Ố

ủ
森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確

保
を
求
め
る
意
見
書
Ứ

１
⁒
森
林
整
備
や
木
材
利
用
等

の
森
林
吸
収
源
対
策
は
ỏ

地
球
温
暖
化
対
策
の
重
要

な
柱
で
あ
る
と
と
も
に
地

方
創
生
に
も
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
か
ら
ỏ
そ
の
安

定
し
た
財
源
の
充
実
・
強
化

の
た
め
の
制
度
を
速
や
か

に
構
築
す
る
こ
と
Ố

２
⁒
安
定
し
た
財
源
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
の
間
の
財
政
面

で
の
対
応
等
と
し
て
ỏ　
28

年
度
当
初
予
算
及
び　

年
27

度
補
正
予
算
に
お
い
て
ỏ

森
林
整
備
・
木
材
利
用
等
の

推
進
の
た
め
の
予
算
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
Ố

 



⁠

◎補正予算
合　　計補　正　額補　正　前会 計 別

581億9,558万4千円1億5,125万0千円580億4,433万4千円一般会計

184億9,124万9千円△241万3千円184億9,366万2千円国民健康保険
特別
会計

135億9,827万3千円△1,044万7千円136億   872万0千円介 護 保 険

15億9,901万9千円△26万5千円15億9,928万4千円後期高齢者医療

43億2,772万2千円△593万9千円43億3,366万1千円水 道 事 業企業
会計 65億3,055万9千円△5億9,385万2千円71億2,441万1千円下 水 道 事 業
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予算審査特別委員会での質疑やその回答の一部をご紹介します。

議員
　「延岡花物語」の際に、多くの方が来場したと思うが、更に駐車場を拡張して舗装する
考えはあるのか？
都市計画課
　今回、61台分を拡張して舗装・整備を行うことで、舗装エリアの駐車可能台数は105台
となるが、国土交通省との協議の結果、更に拡張するためには、堤防の補強等の技術的
な検討が必要になり、現状は難しいと考える。

議員
　無鹿二ツ島線橋梁整備事業に関して、経費等が増額となったのはなぜか？
土木課
　当初は、川の中ほどに橋脚を建てる工法を検討していたが、河川管理者との協議の中
で、アカメ等の希少な動植物が生息していること等の環境保全や経済性を考慮した結
果、工法が変更となったためである。

議員
　食サミットinのべおか開催助成事業の目的は何か？
観光戦略課
　本事業は、実行委員会形式によるエンジン01を契機とした食の魅力あふれるまち延岡
に貢献するといった目的で企画されたものである。具体的には、首都圏で活躍するオー
ナーシェフ６人が延岡の食材を使って料理を行うイベントである。
　また、アシスタントに延岡学園高校の調理科も参加することで、人材育成にも繋がる
ものである。
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。
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　９月議会から継続審査としていた、平成26年度各会計決算は、12月議会において、「一般会計」
「国民健康保険特別会計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」は賛成多数で、「食肉
センター特別会計」「水道事業会計」「下水道事業会計」については全員異議なく認定(上下水道事
業会計については認定及び原案可決)しました。
　本決算は、議長と監査委員（議会選出）を除く議員27名で構成する決算審査特別委員会を設置
し、11月に３日間かけて監査委員の意見などを参考に慎重に審査しました。内２日間は常任委員
会ごとに構成する４つの分科会に分けて審査を行いました。各分科会での質疑応答の一部を掲載
します。

平成26年度 各会計決算をチェック平成26年度 各会計決算をチェック平成26年度 各会計決算をチェック

大学学部等設置助成事業
　東九州メディカルバレー構想及び延岡市
メディカルタウン構想の更なる推進、人口減
少対策など本市の活性化に大きく寄与する
と見込まれるため、一部補助を行った。

6億5,000万円

Q．市民への周知について徹底されていたの
か？

A．広報のべおかや各地域を回って説明を行
うなど、十分な周知に努めてきた。新設さ
れた生命医科学部には、今年度、定員が60
名のところへ80名の入学があり、大学全
体としても学生数が約80名増え、事業の
効果が大きかったと考えている。このよ
うな効果をこれからも市民へ向けてしっ
かりＰＲしていきたい。

指定ごみ袋等作製管理事業
　指定ごみ袋の作製及びその在庫管理等の
委託事業等を実施した。

9,925万円

Q．前年度と比べ、作製枚数はほぼ同数だ
が、委託料が増額している理由は何か？

A．原油高に伴い、作製単価が２倍となった
ことが理由である。

Q．平成27年度の作製単価も26年度と同程
度なのか？

A．燃やすごみ用の指定袋の大きいサイズの
１枚当たりの作製単価が、26年度の13.7
円から10.13円となるなど、原油価格の下
落に伴い、作製単価も下がっている。

花と緑のまちづくり推進事業
　延岡植物園を花と緑の供給センターとし
て活用し、市民の緑化・美化意識の向上を図
るほか、良好な公園環境を維持するため、地
域住民組織で公園の清掃等を行う公園緑地
愛護会活動を推進した。

2,353万円

Q．延岡植物園をさらにＰＲするために、種
苗費を増額するなど、景観・環境の向上に
向けた取り組みの考えはないか？

A．今年度に木製遊具の更新を図るなど、環
境の改善に向け努力をしているが、花と緑
の拠点であるという観点から、花や苗など
の供給量の充実についても今後、一層の努
力をしていきたい。

特別支援教育サポート事業
　肢体不自由等の障がいのある児童生徒が、
支障なく学校生活を送ることができるよう
に支援員を配置した。また、特別支援教育の
充実を図り、学校の学習活動全般を柔軟に支
援するため、支援員を配置した。

2,615万円

Q．障がいのある児童生徒に対する配置につ
いて、支援対象校が10校、支援員の配置が
５人となっている。学校生活を支障なく
送るために、５人の支援員で足りているの
か？

A．支援員の対応を含めて、学校の全職員で
組織的な対応をお願いしているところで
ある。子ども達の状況を見ながら、配置に
ついては考えていきたい。
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検
討
す
る
Ố

ừ
問
Ử
第
2
工
区
の
現
状
と
今
後

の
企
業
誘
致
の
方
針
は
Ố

ừ
答
Ử
航
空
機
部
品
を
製
造
す
る

企
業
の
新
社
屋
が
完
成
し
ỏ
地
元

企
業
へ
の
経
済
波
及
効
果
も
重

要
と
考
え
て
い
る
Ố
市
内
・
市
外

の
観
点
で
は
な
く
ỏ
新
規
雇
用
数

や
地
元
企
業
と
の
取
引
状
況
ỏ
企

業
の
将
来
性
等
勘
案
し
て
取
り

組
む
Ố

市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!市政を問う !!

白石良盛議員(自民党きずなの会)
●（仮称）子どもの城整備
●樫山交差点
○公金の管理・運用の現状　他

松本哲也議員(社民党市議団)
●合併１０周年
●地域協議会
○（仮）市役所コンシェルジュ配置　他

吉本靖議員(友愛クラブ)
●延岡南道路
●ゾーン３０
●野良猫対策　他

小田忠良議員(無所属)
●新庁舎の来客用駐車場
●情報公開の開示請求権者
●道の駅北川はゆま駐車場　他

※質問の一部を掲載します。
※○は未掲載

12
月
３
日

平田信広議員(日本共産党)
●ＴＰＰ大筋合意
●子どもの医療費助成
●買い物弱者対策　他

田村吉宏議員(友愛クラブ)
●民間活動による観光効果
●若者世代への経済支援
○下水道業務継続計画　他

内田理佐議員(自民党きずなの会)
●文化財展示
●のぼりざる
●公立幼稚園　他

三上毅議員(公明党市議団)
●高齢者肺炎球菌予防接種
●まちなか循環バス
●マンホールトイレ　他

12
月
２
日

松田満男議員(自民党きずなの会)
●プール建設
●金堂ヶ池整備
●空き家の有効活用　他

長友幸子議員(社民党市議団)
●エンジン０１
●（仮称）子どもの城
○発達支援体制の構築　他

佐藤誠議員(自民党きずなの会)
●延岡新時代総合戦略
●延岡駅周辺整備
○第７次行財政改革　他

甲斐行雄議員(友愛クラブ)
●クレアパーク延岡工業団地
●北浦臨海パーク
●延岡駅周辺整備事業　他

12
月
１
日

議員12名が
一般質問
議員12名が
一般質問

一般質問

12
月
１
日
質
問

プ
ー
ル
建
設

プ
ー
ル
建
設

プ
ー
ル
建
設

金
堂
ヶ
池
設
備

金
堂
ヶ
池
設
備

金
堂
ヶ
池
設
備

空
き
家
の
有
効
活
用

空
き
家
の
有
効
活
用

空
き
家
の
有
効
活
用

延
岡
新
時
代
総
合
戦
略

延
岡
新
時
代
総
合
戦
略

延
岡
新
時
代
総
合
戦
略

（
仮
称
）子
ど
も
の
城

（
仮
称
）子
ど
も
の
城

（
仮
称
）子
ど
も
の
城

延
岡
駅
周
辺
整
備

延
岡
駅
周
辺
整
備

延
岡
駅
周
辺
整
備

ク
レ
ア
パ
ー
ク
延
岡
工
業
団
地

ク
レ
ア
パ
ー
ク
延
岡
工
業
団
地

ク
レ
ア
パ
ー
ク
延
岡
工
業
団
地

⁢

エ
ン
ジ
ン
０
１

エ
ン
ジ
ン
０
１

エ
ン
ジ
ン
０
１

延岡駅周辺整備事業



ừ
問
Ử
官
民
一
体
と
な
り
ỏ
地
域
を

巻
き
込
ん
だ
活
動
が
不
可
欠
で

あ
る
Ố
地
元
の
方
々
の
手
応
え

を
伺
い
た
い
Ố

ừ
答
Ử
4
名
の
地
元
事
業
者
が
ủ
き

た
う
ら
海
友
Ứ
と
い
う
民
間
団
体

を
立
ち
上
げ
ỏ
本
市
と
一
体
と
な

ỳ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
Ố

ừ
問
Ử
民
間
活
力
で
の
周
辺
整
備

が
必
要
Ố
市
内
経
済
団
体
等
の

関
与
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
ỏ
今

後
の
取
組
は
Ố

ừ
答
Ử
駅
ま
ち
エ
リ
ア
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
の

設
立
を
誘
導
し
ỏ
行
政
も
一
体
と

な
ỳ
て
街
区
整
備
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
Ố

ừ
問
Ử
大
筋
合
意
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
ỏ
本
市
へ
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
ỏ
見
解

と
認
識
は
Ố

ừ
答
Ử
本
市
へ
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
が
ỏ
市

も
し
ỳ
か
り
と
し
た
対
策
を
行

ỳ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
Ố

ừ
問
Ử
全
国
で
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
拡
充
が
進
ん
で
い
る
Ố

　

議
会
の
質
問
で
ỏ
入
院
だ
け
で

も
中
学
校
卒
業
ま
で
の
充
実
を

求
め
て
い
た
が
Ố

ừ
答
Ử本
年
度
ỏ
小
学
校
卒
業
ま
で

入
院
の
助
成
を
拡
充
し
た
影
響

や
実
績
を
検
証
し
な
が
ら
ỏ
拡
充

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
Ố

ừ
問
Ử
6
月
議
会
で
提
案
し
て
い

た
が
ỏ
都
城
市
で
は
９
月
に
移
動

販
売
車
の
運
行
が
始
ま
ỳ
た
Ố

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
Ố

ừ
答
Ử
調
査
検
討
を
行
ỳ
て
き
た

が
ỏ
民
間
事
業
者
に
よ
る
ủ
買
い

物
支
援
サ
ồ
ビ
ス
Ứ
を
誘
導
す
る

た
め
の
手
続
き
や
支
援
策
等
ỏ
更

に
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
Ố

ừ
問
Ử
再
整
備
さ
れ
る
内
藤
記
念

館
に
文
化
財
展
示
を
Ố

ừ
答
Ử指
定
文
化
財
は
ỏ
有
形
文
化

財
が　

件
ỏ
無
形
文
化
財
が
4
件

84

あ
る
Ố
展
示
計
画
は
ỏ
有
形
は
延

岡
の
各
歴
史
コ
ồ
ナ
ồ
に
お
い

て
ỏ
無
形
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

ớ
注
１
Ờで
パ
ネ
ル
や
映
像
を
用
い
な

が
ら
紹
介
す
る
Ố
常
設
展
示
の

内
容
や
企
画
展
の
開
催
な
ど
工

夫
す
る
Ố

ừ
問
Ử
申
年
を
ủ
の
ぼ
り
ざ
る
Ứ

で
盛
り
上
げ
て
は
Ố

ừ
答
Ử
例
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
Ố

ừ
問
Ử
公
立
幼
稚
園
3
園
希
望
者

が
年
々
減
ỳ
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
Ố
今
後
の
あ
り
方
は
Ố

ừ
答
Ử
公
立
幼
稚
園
が
果
た
し
て

き
た
役
割
は
大
き
い
た
め
ỏ
今

後
ỏ
そ
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
Ố

ừ
問
Ử
か
ぐ
ら
ま
つ
り
な
ど
の
民

間
活
動
に
対
す
る
支
援
は
Ố

ừ
答
Ử
各
地
区
の
神
楽
も
含
め
た

民
間
活
動
に
よ
る
行
事
に
つ
い

て
は
ỏ
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
ỏ
行
事
を
絡
ま
せ
た

旅
行
商
品
づ
く
り
も
検
討
す
る
Ố

ừ
問
Ử
従
来
の
リ
フ
Ỽ
ồ
ム
商
品

券
と
は
別
枠
で
ỏ
子
育
て
経
済
支

援
の
一
環
と
し
て
ỏ
中
古
住
宅
取

得
に
伴
う
住
宅
改
修
を
対
象
と

し
た
制
度
の
導
入
は
Ố

ừ
答
Ử
地
方
創
生
に
つ
な
が
る

テ
ồ
マ
で
も
あ
り
ỏ
こ
れ
ま
で
の

商
品
券
の
世
代
毎
の
利
用
状
況

等
も
踏
ま
え
ỏ
総
合
的
観
点
か
ら

検
討
す
る
Ố

ừ
問
Ử
対
象
年
齢
は
広
が
ỳ
た
が

費
用
の
助
成
対
象
に
な
る
の
は

一
度
き
り
Ố
周
知
方
法
は
Ố

ừ
答
Ử
対
象
者
に
は
個
別
通
知
し
ỏ

そ
の
他
ỏ
全
戸
配
布
し
て
い
る
検

診
ガ
イ
ド
や
広
報
の
べ
お
か
へ

の
掲
載
等
ỏ
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
啓
発
に
努
め
る
Ố

ừ
問
Ử
1
便
当
た
り
の
採
算
に
合

う
乗
車
人
数
は
何
人
か
Ố

ừ
答
Ử乗
車
率
は
ỏ
平
成　

年
度
は

25

7
・
9
人
ỏ　

年
度
は
8
・
8
人
ỏ

26

　

年
度
は
9
・
8
人
Ố
ま
た
ỏ
採

27算
に
合
う
乗
車
人
数
は
ỏ
1
便
当

た
り　

人
と
な
ỳ
て
い
る
Ố

17

ừ
問
Ử
マ
ン
ホ
ồ
ル
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
ỏ
現
状
と
今
後
の
計

画
は
Ố

ừ
答
Ử現
在
ỏ
川
中
地
区
の
2
箇
所

と
石
田
町
及
び
塩
浜
町
に
1
箇

所
ず
つ
設
置
Ố
今
後
ỏ
岡
富
地

区
・
恒
富
地
区
の
避
難
所
に
設
置

す
る
計
画
で
あ
る
Ố

ừ
問
Ử
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
跡
地

を
利
用
し
た
ủớ
仮
称
Ờ
子
ど
も

の
城
Ứ
の
整
備
と
そ
の
ス
ケ

ジ
ỿ
ồ
ル
は
Ố

買
い
物
弱
者
対
策

買
い
物
弱
者
対
策

買
い
物
弱
者
対
策

公
立
幼
稚
園

公
立
幼
稚
園

公
立
幼
稚
園

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
ぼ
り
ざ
る

の
ぼ
り
ざ
る

の
ぼ
り
ざ
る

文
化
財
展
示

文
化
財
展
示

文
化
財
展
示

北
浦
臨
海
パ
ー
ク

北
浦
臨
海
パ
ー
ク

北
浦
臨
海
パ
ー
ク

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
（
注
２
）

若
者
世
代
へ
の
経
済
支
援

若
者
世
代
へ
の
経
済
支
援

若
者
世
代
へ
の
経
済
支
援

⁣

延
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

延
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

延
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

12
月
２
日
質
問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

民
間
活
動
に
よ
る
観
光
効
果

民
間
活
動
に
よ
る
観
光
効
果

民
間
活
動
に
よ
る
観
光
効
果

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
（
注
３
）

12
月
３
日
質
問

（
仮
称
）子
ど
も
の
城
整
備

（
仮
称
）子
ど
も
の
城
整
備

（
仮
称
）子
ど
も
の
城
整
備

まちなか循環バス

文化財展示

マンホールトイレ



ừ
答
Ử支
援
学
校
跡
地
の
東
側
グ
ラ

ウ
ン
ド
部
分
に
新
た
な
施
設
を
整

備
す
る
計
画
で
調
整
中
Ố
本
年
度

は
ỏ
関
係
団
体
の
意
見
等
を
聞

き
ỏ
来
年
度
に
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
策
定
Ố
平
成　

年
度
に
基

29

本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
う
Ố

ừ
問
Ử
樫
山
交
差
点
は
ỏ
朝
夕
の
交

通
量
が
多
く
車
が
渋
滞
す
る
Ố

余
裕
の
あ
る
交
差
点
の
検
討
は
Ố

ừ
答
Ử実
際
に
本
年　

月
に
も
ỏ
朝

10

の
通
勤
時
間
帯
に
人
身
事
故
が

発
生
し
て
い
る
Ố
そ
う
い
う
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
ỏ
地
元
の
熱

意
や
必
要
性
を
再
度
警
察
に
伝

え
ỏ
右
折
矢
印
信
号
機
の
設
置
に

向
け
た
検
討
を
強
く
お
願
い
し

た
い
Ố

ừ
問
Ử
延
岡
南
道
路
の
料
金
は
ỏ
全

国
の
一
般
有
料
道
路
の
中
で
1
㎞

当
た
り
ỏ
何
番
目
に
高
い
の
か
Ố

ừ
答
Ử全
国　

路
線
の
う
ち
ỏ
海
峡

57

部
等
特
別
区
間ớ
注
４
Ờを
除
い
た
普

通
区
間　

路
線
の
中
で
ỏ
平
均
の

55

約
2
倍
の
水
準
と
な
ỳ
て
お
り
ỏ

全
国
で
一
番
高
い
Ố

ừ
問
Ử
速
度
制
限　

キ
ロ
の
ゾ
ồ

30

ン　

の
区
域
が
分
か
り
づ
ら
い
Ố

30
平
原
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
ỏ
電

柱
を
利
用
し
て
の
看
板
の
設
置

は
Ố

ừ
答
Ử
有
効
な
手
段
と
考
え
る
の

で
ỏ
関
係
機
関
な
ど
と
協
議
し
た

い
Ố

ừ
問
Ử
市
独
自
の
条
例
制
定
は
Ố

ừ
答
Ử
現
行
の
ủ
延
岡
市
生
活
環

境
保
護
条
例ớ
注
５
ỜỨで
ỏ
猫
の
正
し

い
扱
い
方
に
つ
い
て
粘
り
強
く

周
知
を
図
ỳ
て
い
き
た
い
Ố

ừ
問
Ử
平
成　

年
度
以
降
の
新
し

28

い
総
合
支
所
の
組
織
・
機
能
や
体

制
は
Ố

ừ
答
Ử
地
域
振
興
課
と
市
民
サ
ồ

ビ
ス
課
に
新
た
に
産
業
建
設
課

を
設
置
し
ỏ
3
課
体
制
と
す
る
Ố

ま
た
ỏ
教
育
委
員
会
事
務
局
は
ỏ

分
室
を
設
置
し
ỏ
さ
ら
に
ỏ
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
た
際
は
ỏ
総

合
支
所
管
内
在
住
や
勤
務
経
験

の
あ
る
職
員
を
配
置
す
る
Ố

ừ
問
Ử
地
域
住
民
の
声
を
聴
く
役

割
と
し
て
ỏ
地
域
協
議
会
に
代
わ

る
組
織
は
Ố

ừ
答
Ử
法
的
な
位
置
づ
け
は
廃
止

と
な
る
が
ỏ
旧
3
町
の
地
域
活
性

化
を
図
る
上
で
ỏ
地
域
住
民
の
意

見
を
聞
く
仕
組
み
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ỏ
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
ỏ
引
き
続
き

検
討
を
行
う
Ố

ừ
問
Ử
都
市
計
画
道
路
の
中
町
通

線
の
一
部
を
廃
止
し
ỏ
市
の
敷
地

に
変
更
し
て
ỏ
横
断
歩
道
を
無
く

し
た
来
客
用
駐
車
場
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
Ố

ừ
答
Ử
都
市
計
画
道
路
の
一
部
を

廃
止
し
て
敷
地
に
編
入
す
る
こ

と
は
ỏ
都
市
計
画
の
変
更
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
ỏ
現
状
で
は
困

難
で
あ
る
Ố

ừ
問
Ử
日
本
国
内
の
住
民
す
べ
て

を
開
示
請
求
の
対
象
者
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
Ố

ừ
答
Ử
そ
の
必
要
性
や
か
か
る
コ

ス
ト
等
に
つ
い
て
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
の
ご
意
見

を
伺
い
た
い
Ố

ừ
問
Ử
道
の
駅
北
川
は
ゆ
ま
支
援

協
議
会
に
お
け
る
ỏ
駐
車
場
増
設

に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
Ố

ừ
答
Ử
駐
車
場
や
施
設
の
様
々
な

問
題
点
や
改
善
点
を
協
議
中
で

あ
る
Ố

ừ
注
１
Ử
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

　

建
物
の
入
り
口
部
分
で
展
示
す

る
こ
と
Ố

ừ
注
２
Ử高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

肺
炎
の
予
防
や
症
状
を
抑
え
る

た
め
の
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を

１
回
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
Ố
主

に　

歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
る

65
が
ỏ
定
期
接
種
の
対
象
は
毎
年
異

な
る
Ố

ừ
注
３
Ử
マ
ン
ホ
ồ
ル
ト
イ
レ

　

大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
な
ど

で
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
く

な
ỳ
た
と
き
に
使
用
す
る
ト
イ

レ
Ố
下
水
道
ま
で
の
取
付
管
に
沿

ỳ
て
設
置
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ồ
ル
の

ふ
た
を
開
け
て
取
り
付
け
る
こ
と

で
ỏ
仮
設
ト
イ
レ
と
し
て
使
用
で

き
る
Ố

ừ
注
４
Ử
海
峡
部
等
特
別
区
間

　

海
峡
等
を
横
断
す
る
高
速
道
路

の
こ
と
Ố

　
ớ
伊
勢
湾
岸
道
路
ỏ
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
等
Ờ

 ừ
注
５
Ử
生
活
環
境
保
護
条
例

　

市
民
が
健
康
で
安
全
か
つ
快
適

な
生
活
を
営
む
た
め
に
ỏ
必
要
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
定
め
ら
れ
た
条
例
Ố

樫
山
交
差
点

樫
山
交
差
点

樫
山
交
差
点

延
岡
南
道
路

延
岡
南
道
路

延
岡
南
道
路

用
語
解
説

⁤

野
良
猫
対
策

野
良
猫
対
策

野
良
猫
対
策

道
の
駅
北
川
は
ゆ
ま
駐
車
場

道
の
駅
北
川
は
ゆ
ま
駐
車
場

道
の
駅
北
川
は
ゆ
ま
駐
車
場

樫山町交差点の渋滞

ゾ
ー
ン
３０

ゾ
ー
ン
３０

ゾ
ー
ン
３０

総
合
支
所
の
体
制

総
合
支
所
の
体
制

総
合
支
所
の
体
制

地
域
協
議
会

地
域
協
議
会

地
域
協
議
会

情
報
公
開
の
開
示
請
求
権
者

情
報
公
開
の
開
示
請
求
権
者

情
報
公
開
の
開
示
請
求
権
者

新
庁
舎
の
来
客
用
駐
車
場

新
庁
舎
の
来
客
用
駐
車
場

新
庁
舎
の
来
客
用
駐
車
場

◆
議
会
ニ
ỿ
ồ
ス

　

９
月
定
例
会
に
お
い

て
ỏ
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
く
ỏ
更
な
る
議
会
機
能

の
充
実
及
び
議
員
定
数
等

を
含
め
た
ỏ
今
後
の
本
市

議
会
と
し
て
の
あ
り
方
を

総
合
的
に
検
討
す
る
た

め
ỏ
９
名
の
委
員
を
も
ỳ

て
構
成
す
る
ủ
議
会
の
あ

り
方
検
討
特
別
委
員
会
Ứ

を
設
置
し
ま
し
た
Ố

議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別

委
員
会

委
員
長　
　

佐
藤　

勉

副
委
員
長　

本
部　

仁
俊

委
員　
　
　

北
林　

幹
雄

　
　
　
　
　

長
友　

幸
子

　
　
　
　
　

小
田　

忠
良

　
　
　
　
　

三
上　

毅　

　
　
　
　
　

松
田　

和
己

　
　
　
　
　

河
野　

治
満

　
　
　
　
　

佐
藤　

裕
臣



　

今
年
は
申
年
Ố

　
ủ
申
Ứの
本
来
の
読
み
方
はủ
し

ん
ỨỐ
稲
妻
を
描
い
た
も
の
で

ủ
電
Ứ
の
源
字
と
の
こ
と
だ
そ
う

で
す
Ố
草
木
が
伸
び
切
り
ỏ
果
実

が
成
熟
し
て
堅
く
な
ỳ
て
い
く

状
態
を
表
し
ま
す
Ố

　

昨
年
は
ủ
東
九
州
自
動
車
道
開

通
Ứ
や
ủ
エ
ン
ジ
ン
０
１
文
化
戦

略
会
議
オ
ồ
プ
ン
カ
レ
ỽ
ジ　
in

の
べ
お
か
開
催
Ứỏủ
九
州
保
健
福

祉
大
学
生
命
医
科
学
部
・
が
ん
細

胞
研
究
所
開
設
Ứ
等
ỏ
こ
れ
か
ら

の
延
岡
の
方
向
性
を
示
す
よ
う

な
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

今
年
は
ỏ
そ
れ
ら
を
礎
と
し

て
ỏ
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
る

よ
う
に
ỏ
あ
た
か
も
果
実
を
収
穫

す
る
潤
い
で
延
岡
市
が
満
た
さ

れ
る
よ
う
に
ỏ
議
会
と
し
て
も
ỏ

し
ỳ
か
り
活
動
し
て
い
き
ま
す
Ố

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

⁥

　一般質問において、質問・答弁のやり取りをよりわかりやすくするため、平成28年3月定
例会から個人質問と議案質疑に限って現在の一括方式に加えて分割方式も試験的に導入いた
します。

一般質問の流れ（例えば、質問が７項目の場合）※下記の２つの方法を選択して質問を行います。

新たに加わる質問方式（分割方式）
３月定例会より試験的に行う方式で、質問項目を
分割して質問し、答弁を求める方式です。

現在の質問方式（一括方式）
質問項目すべてについて一括して質問し、一括し
て答弁を求める方式です。

再質問・答弁の繰り返し

再質問・答弁の繰り返し

５問目から７問目までの各質問項目についても、
４問目と同じように主質問・答弁を行っていきま
す。

※個人質問の質問持ち時間は25分です。また、質問・答弁全体の時間は50分です。

質般一般般般質質質般般質質質質般般般般一一般般般質質質質般般質質般質般般般般質一一般般質質問問問問 の（個人質問）の個人質問 の質質 のの（個人質問）の（個人質問）のの（個人質個人質 のの（個人質問）の 式式方方方式方問問質なな質たたたな新た新 問問新新新新新新 式式方方問問問方問方方方質質たたたたたた 質なな 方式式なななな新新 問問方方新 質質質質なな 式式なたた 問問新 質質質質新新 質質新新新たなな質質質 方方式式方方式式式方新新新新 質問方式なな質質問問方方式新新新たた をををををををを 行行試行試試行試行試行行行試行 すますしまししますしますすします!!!!!一般質問（個人質問）の新たな質問方式を試行します!一般質問（個人質問）の新たな質問方式を試行します!一般質問（個人質問）の新たな質問方式を試行します!

行政側：お答えします。
　　　　（１～７問目）

演壇

演壇

自席

質問席

議員：質問します。（１～７問目）

議員：再質問します。

行政側：お答えします。
議員：質問します。（４問目）

議員：再質問します。

行政側：お答えします。

質問席

自席

自席

質問席

行政側：お答えします。（４問目）

議員：再質問します。

行政側：お答えします。

演壇

演壇

自席

質問席

行政側：お答えします。（１～３問目）

議員：質問します。（例：１～３問目）

議場の配席図

行政執行部席
議長席

演　壇

質問席

議員席

傍聴席

行政執行部席
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